
 

 

団体戦第１ステージでの２台進行について 

 

１ 対 象  男女団体戦第１ステージ 

 

２ 試合時間  全体的な傾向は以下の通り。 

         ・ 第１試合 ２対３ 長い 

         ・ 第２試合 １対負 短い 

         ・ 第３試合 １対勝 短い～長い 

 

３ 考え方  ① 長い試合で２台進行を入れる 

       ② 長い試合の後で行われる短い試合を２台進行にするのは，絶対に避けたい 

       ③ 第１，２試合で２台進行を入れた場合，続く試合の開始を遅らせてしまう可能性が 

        ある。これは絶対に避けたい。 

 

４ 判断基準  ① 隣の台が空いている。 

        ② 試合終了４０分前に，まだ５番が始まっていない。 

         ※ ４番が間もなく終わりそうな場合は悩む。 

        ③ 上記①，②の両方がそろった場合，２台進行で試合を行う。 

 

５ 判断権限  審判部・進行招集部で検討し，審判長が判断する。 

 

６ その他  ① 上記内容をあらかじめ参加校に知らせておく 

        ・ Web サイト   ・ 監督会議 進行 

       ② ２台進行も見越して，審判員のシフトを編成しておく。 

 

 

 

 

 


